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市の人口の状況について 

１ 市の将来人口と国勢調査結果による人口の状況                                     

●平成 28 年２月に市が策定した人口ビジョンにおいて、市の将来人口の推計を行っており、その中で、令和２年の人

口は 229,508 人と推計していますが、令和２年度の国勢調査による人口は、229,733 人となっており、若干です

が上回る結果となっています。 
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社人研

（H30年３月推計）
238,204 237,518 229,745 219,332 214,544 207,363 194,336 181,198

人口ビジョン（目標） 238,204 234,643 229,508 222,739 219,653 215,025 207,156 199,438

国勢調査結果 238,204 237,518 229,733

（国勢調査結果） 

（国勢調査結果） 

（国勢調査結果） 

資料３ 
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２ 総人口と年齢３区分別人口の推移                                                                                                         

●総人口は、平成 27 年の 239,594 人から、令和３年には 229,138 人と、10,456 人減少しています。 

（減少率：△4.36％） 

●65 歳以上人口は、平成 27 年の 65,220 人から、令和３年には 68,933 人と、3,713 人増加しています。 

（増加率：5.69％） 

●15～64 歳人口は、平成 27 年の 144,516 人から、令和３年には 134,334 人と、10,182 人減少しています。 

（減少率：△7.05％） 

●15 歳未満人口は、平成 27 年の 29,857 人から、令和３年には 25,871 人と、3,986 人減少しています。 

（減少率：△13.35％） 

 

※推移等の始期は、第１期市総合戦略の開始年度（平成 27 年度）を考慮し H27 としています。以下も同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝屋川市統計書の数値を基に事務局作成  

各年 10 月 1 日現在  （人） 
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３ 年齢３区分別人口割合の推移                                          

●65 歳以上人口の割合（高齢化率）は、平成 27 年の 27.2％から、令和３年には 30.1％に増加しています。 

●15～64 歳人口の割合は、平成 27 年の 60.3％から、令和３年には 58.6％に減少しています。 

●15 歳未満人口の割合は、平成 27 年の 12.5％から、令和３年には 11.3％に減少しています。 

 

４ 令和３年における年齢３区分別人口割合の国・大阪府・府内中核市との比較                     

●令和３年において、寝屋川市は、国・大阪府・府内中核市（寝屋川市を除く）と比べ、65 歳以上人口の割合が

高く、15～64 歳人口と 15 歳未満人口の割合は低くなっています。 

 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」、寝屋川市統計書の数値を基に事務局作成  

国、大阪府、府内中核市：令和３年１月１日現在  

寝屋川市：令和３年 10 月 1 日現在  

※府内中核市は寝屋川市を除く。 

各年 10 月 1 日現在  

寝屋川市統計書の数値を基に事務局作成  



4 

 

５ 自然動態                                                        

●令和３年の出生数は 1,441 人、死亡数は 2,693 人で、自然動態は 1,252 人の自然減となっています。 

●死亡数は年々増加傾向、出生数は減少傾向ですが令和元年以降は横ばいの傾向となっています。 

 

６ 社会動態                                                        

●平成 25 年以降転出超過が続いていましたが、令和３年は、転入数 7,504 人、転出数 7,468 人で、36 人の社

会増となり、平成 24 年以来９年ぶりの転入超過となっています。 

 

 

寝屋川市統計書の数値を基に事務局作成  

 

寝屋川市統計書の数値を基に事務局作成  
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７ 令和３年における寝屋川市への転入者数の多い住所地（上位 10 市）                  

●大阪市からの転入が最も多く、特に 20～29 歳、30～39 歳の転入が多くなっています。また、0～9 歳の転入が、

160 人と比較的多くなっています。 

●隣接市である枚方市、門真市、守口市からも多く転入しており、特に 20～29 歳、30～39 歳の転入が多くなってい

ます。また、60 歳以上の転入が比較的多くなっています。 

 

 

 

８ 令和３年における寝屋川市からの転出者数の多い住所地（上位 10 市）                 

●大阪市への転出が最も多く、特に 20～29 歳、30～39 歳の転出が多くなっています。 

●隣接市である枚方市、門真市、守口市へも多く転出しており、特に 20～29 歳、30～39 歳の転出が多くなっていま

す。また、枚方市へは 0～9 歳の転出が 115 人と比較的多くなっています。 

 

 

 

 

 

転入前の住所地 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

大    阪    市 1,310 160 30 454 348 129 85 104

枚    方    市 788 55 49 258 158 92 53 123

門    真    市 567 74 23 185 108 60 39 78

守    口    市 448 51 24 150 78 51 37 57

東  大  阪  市 235 27 11 87 61 15 14 20

京    都    市 202 5 7 94 37 21 18 20

四  條  畷  市 197 26 12 55 34 26 18 26

交    野    市 197 25 14 56 34 21 18 29

大    東    市 190 26 10 66 38 25 9 16

東京都特別区部 154 13 7 64 30 19 12 9

転出後の住所地 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

大    阪    市 1,161 51 29 542 270 110 64 95

枚    方    市 833 115 30 239 205 92 60 92

門    真    市 361 20 17 134 61 48 41 40

守    口    市 328 24 10 133 63 20 29 49

東京都特別区部 265 13 12 169 41 20 10 0

交    野    市 240 46 9 48 76 17 18 26

東  大  阪  市 196 15 6 83 38 20 19 15

京    都    市 188 6 6 90 29 18 20 19

四  條  畷  市 174 19 3 59 33 21 13 26

高    槻    市 125 9 11 36 30 15 12 12

総務省「住民基本台帳人口移動報告」 

総務省「住民基本台帳人口移動報告」 

（人） 

（人） 


